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山
口

　仁
美

山
田

　龍
治

松
枝

　正
浩

久
保

　史
睦

川
窪

　幸
治

宮
田

　竜
二

愛
甲

　信
雄

鈴
木
て
る
み

德
田

　修
和

平
原

　志
保

阿
多

　己
清

木
野
田

　誠

前
島

　広
紀

有
村

　隆
志

中
村

　正
人

仮
屋

　国
治

松
元

　
　深

池
田

　綱
雄

厚
地

　
　覺

新
橋

　
　実

植
山

　利
博

池
田

　
　守

下
深
迫
孝
二

蔵
原

　
　勇

−︵
欠

　席
︶

◯︵
賛

　成
︶

26

前
川
原
正
人

宮
内

　
　博

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
施
設
は
、

災
害
時
に
は
、
現
地
対
策
本

部
、
非
常
用
通
信
施
設
、
医

務
室
と
し
て
の
機
能
を
有

し
、
備
蓄
倉
庫
も
施
設
内
に

あ
り
、各
種
資
機
材
、食
品
、

医
薬
品
な
ど
が
保
管
さ
れ
て

い
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

練
馬
清
掃
工
場
の
視
察
及
び

高
齢
者
ご
み
出
し
支
援
事
業

「
あ
し
す
と
」
に
つ
い
て

５
月
16
日
　
東
京
都
練
馬
区

　
練
馬
清
掃
工
場
の
焼
却
炉

は
、
全
連
続
燃
焼
式
火
格
子

焼
却
炉
（
ス
ト
ー
カ
炉
）で
、

焼
却
能
力
は
１
日
当
た
り
５

０
０
ト
ン
で
運
転
し
て
い
ま

す
。
ご
み
焼
却
に
よ
り
発
生

ぼ
う
さ
い
の
丘
公
園
の
視
察

及
び
災
害
備
蓄
食
料
の
活
用

に
つ
い
て

５
月
15
日 

神
奈
川
県
厚
木
市

　
ぼ
う
さ
い
の
丘
公
園
は
、

厚
木
市
の
広
域
避
難
場
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
「
防
災
公

園
」
で
、
災
害
時
に
は
約
２

万
人
の
避
難
が
可
能
で
あ

り
、
公
園
内
に
は
、
３
０
０

ト
ン
の
飲
料
水
を
確
保
で
き

る
耐
震
性
貯
水
槽
を
設
置

し
、
そ
の
量
は
約
３
万
３
０

０
０
人
の
三
日
分
に
当
た
り

その報告・議案・陳情に 私は賛成 私は反対
平成30年第２回霧島市議会定例会　報告３件・議案９件・請願１件・陳情３件のうち、賛否が分かれた事件を議員ごとに掲載しています。

牧園町宿窪田付近に公園設置を
求める請願書

平成30年度霧島市一般会計補正
予算（第１号）について

専決処分した事件の報告につい
て（霧島市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例の専決処
分について）

生産性向上特別措置法に基づく導
入促進基本計画の策定及び固定資
産税の特別措置についての陳情書

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0

霧島市税条例等の一部改正につ
いて

請願
１号

議案
68号

陳情
１号

霧島市隼人庁舎の一部並びに霧
島市土地開発公社事務所跡の使
用についての陳情書

陳情
２号

ひとりひとりの子どもを大切にし
た学校歯科保健をもとめる陳情書

陳情
３号

議案
61号

報告
１号

承認◯◯◯◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 可決◯◯◯◯

3 22◯◯●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 0 不採択●●●◯

23 2●●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 採択◯◯◯◯

20 4●●◯◯●◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯ 0 採択◯除
斥◯●

2 23◯◯●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 0 不採択●●●●

※
議

長

職

は

表

決

に

参

加

し

な

い

行

政

視

察

報

告

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
効
率

よ
く
工
場
内
で
使
用
さ
れ
、

併
せ
て
余
熱
は
近
隣
の
プ
ー

ル
や
児
童
館
、
高
齢
者
施
設

の
給
湯
に
利
用
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
次
に
、
高
齢
者
支
援
事
業

「
あ
し
す
と
」
に
つ
い
て
、

ご
み
出
し
が
で
き
ず
に
住
居

内
に
た
め
込
ん
で
し
ま
う

と
、
衛
生
問
題
が
悪
化
す
る

た
め
、
福
祉
部
、
健
康
部
及

び
環
境
部
が
連
携
し
、
対
象

世
帯
の
生
活
環
境
の
改
善
、

地
域
の
良
好
な
住
民
環
境
を

保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
や
精
神

障
が
い
者
な
ど
の
世
帯
で
、

ご
み
を
集
積
所
に
排
出
で
き

な
い
と
、
区
が
判
断
し
た
世

帯
の
ご
み
処
理
を
支
援
す
る

事
業
で
す
。本
市
に
と
っ
て
、

今
後
の
参
考
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

生
ご
み
の
１
０
０
％
資
源
化

に
つ
い
て

５
月
17
日
　
東
京
都
町
田
市

　 

「
ご
み
に
な
る
も
の
を
作

ら
な
い
、
燃
や
さ
な
い
、
埋

め
立
て
な
い
」
を
基
本
理
念

に
、
ご
み
処
理
量
40
％
削
減

を
目
標
に
掲
げ
、
家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
の
１
０
０
％
資

源
化
等
の
基
本
方
針
の
も

と
、
具
体
的
事
業
と
し
て
、

公
営
住
宅
や
Ｕ
Ｒ（
都
市
機

構
）
マ
ン
シ
ョ
ン
、（
個
別
）

戸
建
て
住
宅
な
ど
、
10
戸
以

上
で
構
成
さ
れ
る
団
体
に
大

型
生
ご
み
処
理
機
を
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
ご

み
の
水
分
を
減
ら
す
取
組
で

は
、
水
切
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
し
て
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
等

を
用
い
て
、
市
民
の
意
識
を

変
え
る
取
組
も
行
っ
て
い
る

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

（
介
護
保
険
関
係
〜
わ
こ
う

版
ネ
ウ
ボ
ラ
も
含
め
て
）
に

つ
い
て

５
月
16
日
　
埼
玉
県
和
光
市

　
政
策
的
な
「
マ
ク
ロ
」
と

個
別
的
に
対
応
す
る
「
ミ
ク

ロ
」
を
連
携
さ
せ
て
、
サ
ー

ビ
ス
基
盤
整
備
と
食
の
自
立

栄
養
改
善
サ
ー
ビ
ス
な
ど
独

自
の
特
別
給
付
な
ど
、
民
官

あ
げ
て
の
人
材
育
成
に
繋
が

り
、
要
支
援
者
の
介
護
認
定

の
年
間
寛
解
40
％
と
い
う
数

字
や
、
保
険
料
の
抑
制
に
効

果
を
出
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

子
育
て
支
援
で
あ
る
「
わ
こ

う
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
は
出
産
か

ら
就
学
、
そ
し
て
放
課
後
子

ど
も
教
室
ま
で
、
関
係
す
る

す
べ
て
の
部
署
が
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
い
、
複
合
的
な
課

題
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

他
制
度
・
他
職
種
の
チ
ー
ム

ケ
ア
に
よ
り
一
体
的
な
支
援

を
提
供
し
、
解
決
を
図
る
施

策
で
あ
り
ま
す
。
介
護
も
子

育
て
支
援
も
ニ
ー
ズ
調
査
に

よ
っ
て
何
が
必
要
な
の
か
を

き
め
細
か
く
分
析
し
て
い
ま

し
た
。
本
市
で
も
「
見
え
る

化
」
し
、
「
ど
こ
に
ど
れ
だ

け
の
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
の
か
」
を
実
施

す
る
こ
と
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

※

ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
語
が
語
源
の
妊
娠
、

出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
家

族
を
支
援
し
続
け
る
育
児

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
。

国
保
医
療
費
分
析
を
基
に
し

た
糖
尿
病
重
症
化
予
防
等
へ

の
取
組
に
つ
い
て

５
月
17
日
　東

京
都
東
村
山
市

　
医
療
費
に
対
す
る
国
の
負

担
率
が
下
が
る
な
か
、
国
保

税
の
値
上
げ
と
医
療
費
の
値

上
げ
を
抑
制
す
る
た
め
に
、

民
間
業
者
を
使
い
、
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
策
定
に
先
駆
け

国
保
医
療
費
分
析
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
多
受
診
患
者
の

実
態
と
な
る
疾
病
や
頻
回
受

診
、
重
複
服
薬
の
要
因
な
ど

分
析
し
可
視
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
患
者
本
人
に
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
防

事
業
、
若
年
層
（
25
歳
〜
39

歳
）
の
健
康
診
査
な
ど
医
療

分
析
に
基
づ
く
保
険
事
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
（
全
児

童
放
課
後
等
対
策
事
業
）
に

つ
い
て

５
月
18
日
　
東
京
都
品
川
区

　
区
内
37
校
、
す
べ
て
の
学

校
内
に
設
置
さ
れ
た
「
す
ま

い
る
ス
ク
ー
ル
」
は
、
「
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後

子
ど
も
教
室
」
を
一
体
的
に

し
た
全
児
童
放
課
後
等
対
策

事
業
と
し
て
区
直
営
で
運
営

し
て
い
ま
し
た
。

　
学
区
内
の
子
ど
も
で
あ
れ

ば
、国
立
、私
立
、イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
支
援
校
に
通

う
子
ど
も
も
利
用
で
き
、
小

学
１
年
生
の
登
録
率
は
97
・

８
％
と
高
い
状
況
で
す
。
特

徴
と
し
て
、
学
校
施
設
を
活

用
し
、
自
由
に
遊
べ
、
学
年

を
超
え
た
交
流
が
で
き
る

「
フ
リ
ー
タ
イ
ム
」
、
日

本
の
伝
統
文
化
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
や
環
境
な
ど
を

体
験
す
る
「
教
室
」
、

週
１
回
の
教
員
免
許
を

持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
担
当

す
る
「
勉
強
会
」
の
３

つ
の
柱
で
運
営
さ
れ
、

そ
の
中
心
は
区
民
協
働
と
い

う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
区

内
の
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
も
と

よ
り
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
個
人
・
団
体
・
企
業
を
あ

わ
せ
た
約
７
６
０
名
と
、
見

守
り
と
し
て
の
「
ま
も
る
っ

ち
協
力
者
」
約
１
１
０
０
０

名
な
ど
の
協
力
で
児
童
指
導

が
で
き
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

総
務
環
境
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

ひ
ご
う
し

施
設
内
の
備
蓄
倉
庫

17 霧島市議会だより第51号霧島市議会だより第51号 16


